
 

 

 

 

 

 

　 学校運営協議会だよりＮｏ.１５では、学校評価を解説したいと思います。また、学校運営協議会委員に

 よる学校関係者評価も紹介したいと思います。　

 京極町学校運営協議会　 　 　 　 　 　            　 　 令和７年１１月１３日 Ｎｏ.１５ 

学校運営協議会だより 
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  京極小学校・中学校においては、年２回学校評価を実施しています。本年度の前期学校関係
者評価は、第３回学校運営協議会（ 10  月実施済み）の中で行われています。

 

 ①学校評価とは？  
　 学 校 評 価 は 、 子 ど も た ち が よ り 良 い 教

育 を 享 受 で き る よ う 、 そ の 教 育 活 動 等 の

成 果 を 検 証 し 、 学 校 運 営 の 改 善 と 発 展 を

めざすための取組です。　

②学校評価の法的根拠  
　 学 校 評 価 に つ い て は 、 小 学 校 設 置 基 準

等において、各学校は自己評価の実施とそ

の 結 果 の 公 表 に 努 め る こ と 。 ま た 、 保 護 者

等 に 対 す る 情 報 提 供 に つ い て 積 極 的 に 行

うこととされています。　

 ③学校評価の目的　 「学校評価ガイドライン」文部科学省より

学校評価の目的について  
〇 　 学校が 、自 らの教 育活動そ の他 の学校運営について、目標と すべき目標を設定し 、その

　 達成状況や達成に向けた取組の適切さ等について評価することにより、学校として組織的

　 ・継続的な改善を図ること。  
〇　 学校が、自己評価及び保護者など学校関係者等による評価の実施とその結果の公表・説

　 明 に よ り、 適 切 に 説明 責 任 を果 た す と とも に 、 保護 者・ 地域 住民 等か ら の理 解と 参画 を得

　 て、学校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを推進すること。  
〇 　 学 校 の 設 置 者 等 が 、 学 校 評 価 の 結 果 に 応 じ て 、 学 校 に 対 す る 支 援 や 条 件 整 備 等 の 改 善

　 措置を講じることにより、一定水準の教育の質を保証し、その向上を図ること。

  ④　 協議会が実施する学校運営等に関する評価

 

 

 

 

 

 

 

              自己評価   (各学校で実施) 

 　 　 自己評価 
 
　 全教職員が参加し、

設定した目標や、その

達成状況、達成に向け

た取組の適切さについ

て評価を行います。 

児童・生徒用と保護者アンケート 
 
　 目標の設定、達成状況や取組の適切さ
について評価するために児童・生徒用や保
護者対象のアンケートを実施します。 
 
 
 
 
  
 
 児童アンケート   　 保護者アンケート 

学校関係者評価 
　 保護者、地域住民、
関係団体など学校関係
者により構成された委
員会により、自己評価
の結果について評価を
行う。 
 
 
 
 
 
 
学校運営協議会で実施 
（前期＝ 10 月　 後期＝２月実施）



 

　 運営協議会だより No ． 13 で紹介しました「ネットトラブル防止の取組」に関する話題です。 

　 児童・生徒のゲーム・スマホの利用は、日本の大きな課題です。小学校の「ノーゲーム　 スマホデー」の取組を、学校運営協議

会としても是非応援していきたいと考えています。 

学校関係者評価の具体例を紹介したいと思います。  
　前段で「学校評価」「学校関係者評価」を紹介しました。ここでは、「学校関係者評価」を説明しま

す。「学校関係者評価」は、各学校で実施した「学校評価」の結果について評価を行います。下記の

「学校関係者評価報告書」を活用して、小学校８名・中学校７名の委員により総合評価※１を行いま

す。また、自己評価結果（学校運営）に対する意見※２を述べます。　  
【京極小学校　学校関係者評価報告書】例　　　★学校教育目標：進んで心と体をきたえる子どもの育成  

 観点 目指す子ども像 自己評価 分析（○成果 ●課題 ☆今後） 関係者評価 　 　 　 学校運営への意見

     ※１          ※２
 自分で考え、  Ａ ○楽しみながら取り組む学習  
まなび  表現し合って  ●伝え合い、説明し合う学習  

高め合う子 ☆ＩＣＴ活用方法の工夫を行う  
☆個別最適な学びの研修を行う

   
 お互いに認め合  ○いじめの積極的な認知と対応  
こころ って協力できる Ｂ ●家庭での読書週間  

子 ☆日常的な情報交流、声かけ  
☆あいさつ、返事の継続した指導

   
 自分の体力に興   成果発表場面の設定（運動会） 

からだ 味を持ち、高め Ｂ  正しい生活リズムと運動習慣  
ようと取り組む  生活リズムチェックシート  
子  ノーゲームスマホデー

　 　 　 　 　 前期・後期の年２回自己評価(ABCD)と分析を行う。　 　 　 学校関係者評価(A～D)と学校運営に意見を述べる。　 
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自己評価 
前期取組の成果と課題を明らかにし 
Ａ～Ｄの４段階で自己評価を行います 
 

分　 析 
前期取組を分析して成果と課題を明ら

かにします。また、課題に対する具体的

な手立てを記述します。 
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                                       　 　 　 　 　 ゲーム・スマホの時間が増加 

                                      平日の勉強時間は小中学生でいずれも減少した一方、テレビゲー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ムやスマートフォンの利用時間はいずれも２０分近く増加。ゲーム

やスマートフォンの使用時間が一定時間を超える場合、児童生徒の各教科の平均正答率低下する傾向に。ＳＮＳや動画

の視聴時間と授業の理解度には相関関係が見られ、「算数の授業はよくわかる」と回答した小学生のＳＮＳ視聴時間は

「１時間未満」が 57.1%、「４時間以上」が８％だったのに対し、「よくわからない」と回答した児童は、「１時間未満」が 34.1
％、「４時間以上」が 29.4%だった。　      　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (国立教育政策研究所調査　 ８月１日)


